
新潟リハビリテーション大学ガバナンス・コードにかかる適合状況等に関する報告書（R3.10.11） 

 

第1章 大学の自主性・自律性（特色ある運営）の尊重 適合状況 解説 

1-1 建学の精神 〇 1-1- 

1-2 教育と研究の目的（大学の使命） 〇 1-2(2) 

 

第2章 安定性・継続性（学校法人運営の基本） 適合状況 解説 

2-1 理事会 〇 - 

2-2 理事 〇 - 

2-3 監事 〇 - 

2-4 評議員会 〇 - 

2-5 評議員 〇 - 

 

第3章 教学ガバナンス（権限・役割の明確化） 適合状況 解説 

3-1 学長 〇 - 

3-2 教授会 〇 - 

 

第4章 公共性・信頼性（ステークホルダーとの関係） 適合状況 解説 

4-1 学生に対して 〇 4-1(1)① 

アイウ- 

4-2 教職員等に対して 〇 4-2(2)①② 

4-3 社会に対して 〇 4-3(1) 

4-4 危機管理及び法令遵守 〇 - 

 

第5章 透明性の確保（情報公開） 適合状況 解説 

5-1 情報公開の充実 〇 5-1(2)(3) 

 

＜適合状況についての解説＞ 

1-1 建学の精神 

建学の精神として「人の心の杖であれ」を掲げ、具体的に目指すものとして「人間愛や道徳心に満ちた豊か

な人間性及び専門的な知識・技術に加え、人間としての尊厳を重んじ、様々な側面から保健医療を考え、自立

して判断し行動することができる保健医療専門職を養成するとともに、研究成果を地域に還元し、地域住民の

保健・医療・福祉環境の更なる向上に寄与する」と定めており適切である。また、その精神を礎とした崇高な

倫理観を備え、優れた医療人としての厳格さと慈愛を併せ持つ全人教育を目指し、わが国の医療分野に貢献す

ることとしている。 

 

1-2(2) 中長期的な計画の策定と実現に必要な取組みについて 

建学の精神等を踏まえ、将来を見据えて実現すべき４つのカテゴリー（地域貢献、教育研究環境整備、国際

化、組織整備・人材育成）について、2015（平成27）年からの10年間を見据えた「学校法人北都健勝学園中

長期計画」を作成している。法人と緊密な連携を取りながら、毎年度、大学運営委員会において、中・長期計

画の進捗管理、変更、修正を行い、その内容を理事会に諮りつつ、大学の管理運営を行っている。中・長期計
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画策定以降、当該年度の自己点検・評価報告書の検証を踏まえて次年度分の事業計画書を作成し、それを繰り

返すことによって、各カテゴリーにおいて目指すべき諸項目の進捗状況を確認している。 

 

4-1(1)①ア 卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

学部の学位授与の方針として、「新潟リハビリテーション大学は、本学の教育理念に基づく医療学部各専攻

の教育目標の達成に向けて、全学教育および専門教育科目を履修し、高い技術と知識、優れた判断力と教養を

身につけ、各専攻が定める履修上の要件を満たした学生に対して『学士』の学位を授与します」と定めてい

る。このほか学部（学科）の３つの専攻ごとにも学位授与方針を設けている。研究科においても、学位授与方

針を適切に策定している。 

 

4-1(1)①イ 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

学部の教育課程の編成・実施方針において、確かな知識と技術、深い教養と豊かな人間性を持ち、広く社会

に貢献できる職業人の養成に向けた教育課程を編成し、「教養分野」と「専門分野」を組み合わせた学士課程

の提供を掲げている。さらに、各専攻でも教育課程の編成・実施方針を掲げている。研究科においても、教育

課程の編成・実施方針を適切に定めている。 

 

4-1(1)①ウ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針に則り学部と研究科それぞれで入学者受け入れ方針を下記の通

り、適切に設定している。 

学部では、「主体性・多様性」「知識・理解」「思考・判断・態度」及び「技能・表現」を重視し、「総合

型選抜」「学校推薦型選抜」「一般選抜」の入試区分ごとにどのような学生を求めるかを示している。そのう

えで、理学療法学専攻、作業療法学専攻では基礎的学力として特に国語、英語、理科の学力を、リハビリテー

ション心理学専攻では国語、英語、社会の学力を求めている。また、理学療法学専攻では実践的治療技術を養

うためのコミュニケーション能力に、作業療法学専攻では気持ちが不安定になっているリハビリテーション対

象者への精神的援助に言及し、リハビリテーション心理学専攻でも同様に求める学生像を示している。 

研究科においては、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針に基づき、求める学生像について「リハビ

リテーション医療に関する基本的な知識を持ち、さらに高度な専門的知識や技術の修得に関心があり、積極

的・創造的に研究に取り組む意欲がある人」「弱者（患者）の痛みや苦しみを理解することができ、リハビリ

テーション医療に対して高い目的意識を持ち、臨床現場で活躍したい人」「地域医療・福祉への貢献・向上に

つとめたいと思っている人」としている。 

 

4-2(2)①② ファカルティ・ディベロップメント（FD）、スタッフ・ディベロップメント（SD） 

FD・SD委員会を組織し、規程に基づき、その年のFD・SD研修の方針を決め、研修会を開催している。学

内研修では、FD・SD研修会やランチョンセミナーとして、教職員の垣根を超えた研修会を定期的に実施し、

教員と事務職員が協力・連携しながら効率よく業務が進められるようにしている。 

FD・SD研修会は、おおむね毎月１回以上実施し、研修テーマも多岐にわたっている。学生による授業評価

アンケート（学部・研究科ごと）は年２回実施し、教員へ集計結果を開示した後、教員による改善報告書の提

出を義務づけて、改善が実行されるように工夫している。学生と教職員との授業改善ミーティング（学部）も
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実施しており、学生からの率直な意見が聞ける貴重な機会となっている。新任教員研修会は新年度の４月に実

施し、新任教員が大学の理念を理解し、それに基づいて教育・研究がスムーズに実施できるよう支援する場と

なっている。 

教員には、教員評価制度を導入し、前年度の教育活動、研究活動、社会貢献及び管理・運営の４領域につい

て自己点検・評価することを求めている。 

職員の人材育成面では、職員人材育成基本方針に沿った人材育成を行っている。 

以上より、FD・SD活動は概ね適切に実施していると認められる。 

 

4-3(1) 認証評価及び自己点検・評価 

 毎年度、自己点検・評価報告書を作成するとともに、外部認証評価機関である大学基準協会の認証評価を７

年ごとに受審し、評価結果を踏まえて自ら改善を図っている。自己点検・評価報告書や認証評価の受審結果に

ついては、HP等で広く社会に公表している。なお、外部認証評価について、直近では2020年度に大学基準協

会の認証評価を受審しており、同協会の大学基準に適合していると認定されている。認定期間は2021年4月～

2028年3月までとなっている。 

 

5-1(2)(3) 自主的な情報公開、情報公開の工夫等 

 本学は、法律上定められていない情報においても、積極的に自らの判断により努めて最大限の情報公開を行

っている。具体的には、毎年、自己点検・評価報告書や年報、ファクトブックを発行し、教育・研究に資する

情報公開を客観的根拠に基づく数値実績や図表も含めて積極的に行っている。これらは紙媒体のほか、ウェブ

上での公開も行い、広く社会に周知している。 


